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【
う
ら
へ
続
く
】

　

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
よ
る

「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解
雇
」

事
件
（
突
然
解
雇
を
通
告

し
会
社
か
ら
閉
め
出
す
）

で
、
東
京
地
裁
で
和
解

が
成
立
。
解
雇
無
効
を
求

め
る
第
３
次
裁
判
原
告
の

男
性
４
人
の
解
雇
を
撤
回

解雇撤回、職場復帰へ
　日本 IBMと第３次原告和解

　　　　東京地裁

　

大
型
連
休
明
け
。「
休

み
の
間
、
久
し
ぶ
り
に

家
族
と
ゆ
っ
た
り
過
ご
し

た
」「
８
日
は
、
溜
ま
っ

た
メ
ー
ル
の
整
理
で
大
変

だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
首
相
が
９
条
改
憲

を
表
明
。「
９
条
に
自
衛

隊
を
明
記
す
る
と
発
言
し

た
」「
８
日
の
衆
院
予
算

委
員
会
で
は
『
読
売
新
聞

を
熟
読
し
て
』
と
答
弁
を

拒
否
し
た
」「
首
相
と
自

民
党
総
裁
の
立
場
を
使
い

分
け
て
の
質
疑
の
回
避
は

姑
息
だ
」「
２
０
２
０
年

施
行
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

持
ち
出
す
の
は
、
改
憲
に

大
義
が
な
い
か
ら
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
共
謀
罪
」
法
案
緊
迫
。

「
自
民
、
公
明
、
維
新
の

会
が
18
日
に
衆
院
通
過
の

構
え
を
示
し
た
」「
国
会

で
の
審
議
に
金
田
法
相

は
ま
と
も
に
応
え
て
い
な

い
」「
監
視
社
会
を
も
た

ら
す
」「
内
心
の
自
由
へ

の
侵
害
だ
」「
国
会
周
辺

で
は
連
日
、
市
民
が
集
ま

り
抗
議
し
て
い
る
」「
連

合
が
反
対
を
決
め
た
」「
こ

れ
で
労
働
界
は
一
致
し
て

反
対
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
問
題
。「
佐

川
理
財
局
長
が
土
地
取

得
問
題
で
の
音
声
記
録
を

本
物
と
認
め
た
」「
や
は

り
借
地
契
約
は
特
例
だ
っ

た
」「
そ
れ
で
も
安
倍
首

相
は
夫
妻
の
関
与
や
道
義

的
責
任
を
認
め
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

韓
国
大
統
領
に
中
道
左

　

安
倍
首
相
は
、
憲
法
９

条
に
新
た
に
３
項
を
も
う

け
て
「
自
衛
隊
」
を
明
記

し
、
２
０
２
０
年
に
施
行

す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

東
京
五
輪
ま
で
待
ち
だ

し
期
限
を
区
切
っ
て
改
憲

を
あ
お
る
安
倍
首
相
の
姿

勢
は
あ
ま
り
に
異
常
で
、

憲
法
99
条
の
憲
法
尊
重
擁

護
義
務
に
反
す
る
違
憲
の

発
言
で
す
。

　

自
衛
隊
を
９
条
に
書
き

込
む
こ
と
は
、「
戦
争
放

棄
」
の
１
項
や｢

戦
力
不

保
持｣

の
２
項
と
矛
盾
す

る
も
の
で
、
憲
法
９
条
を

空
文
化
し
、
海
外
で
の
武

力
行
使
を
文
字
通
り
無
制

限
に
す
る
も
の
で
す
。
発

足
以
来
、
海
外
で
一
人
も

殺
さ
ず
、
一
人
も
殺
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
自
衛

隊
の
性
格
を
、
根
本
か
ら

変
え
る
重
大
な
改
悪
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。

　

９
条
改
定
は
「
必
要
な

い
」
と
い
う
声
が
世
論
調

査
で
も
多
数
で
す
。
そ
れ

で
も
力
ず
く
で
行
お
う
と

安
倍
首
相
「
改
憲
」
明
言

海
外
で
の
武
力
行
使
を
無
制
限
に
す
る

９
条
破
壊
の
暴
走
許
す
な

す
る
民
意
無
視
の
暴
走
は

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

　

５
万
５
千
人
が
参
加

し
た
３
日
の
東
京
の
憲
法

集
会
を
は
じ
め
全
国
津
々

し
、
う
ち
２
人
が
職
場
復

帰
、
２
人
に
解
決
金
が
支

払
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
以
降
、
解

雇
通
告
を
受
け
た
49
人

の
う
ち
34
人
が
組
合
員
で

す
。
解
雇
の
ね
ら
い
は
人

員
削
減
で
あ
り
、
リ
ス
ト

ラ
に
反
対
す
る
労
働
組
合

を
ね
ら
い
撃
ち
し
た
も
の

で
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｍ
訴
訟
で
は
、
第

３
次
以
外
の
１
、２
、４
次

訴
訟
で
も
解
雇
無
効
の
判

決
が
で
て
い
ま
す
。
判
決

が
で
て
も
職
場
復
帰
は
難

し
い
な
か
、
今
回
は
重
要

な
成
果
で
す
。
同
労
組
は

弁
護
団
や
仲
間
の
支
援
を

受
け
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
解

雇
の
全
面
解
決
め
ざ
し
て

た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
金
さ
え

払
え
ば
自
由
に
解
雇
で
き

る
「
解
雇
の
金
銭
解
決
制

度
」
導
入
を
ね
ら
っ
て
い

ま
す
。
解
雇
や
り
た
い
放

題
を
許
す
わ
け
に
は
行
き

ま
せ
ん
。

「共謀罪」で労働組合が狙われる 浦
々
で
、
憲
法
を
守
り
生

か
そ
う
と
国
民
の
熱
い
思

い
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
安
倍
壊
憲
〞
阻
止
の
声

を
さ
ら
に
強
く
大
き
く
し

て
い
ま
し
ょ
う
。

派
の
文ム
ン
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
氏
就
任
。「
北

朝
鮮
と
の
関
係
で
は
対
話

路
線
を
取
る
よ
う
だ
」「
朝
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

土星の衛星の海に生命誕生の条件
  　土星探査機、水素分子を検出

  米ジョンズ・ホプキンス大など研究チーム
　   　米科学誌サイエンス 2017/04/14

　

土
星
の
衛
星
エ
ン
ケ
ラ

ド
ス
の
表
面
は
厚
さ
２
〜

60
㌔
㍍
の
氷
で
覆
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
土
星
の
重
力

に
よ
る
変
形
で
生
じ
る
衛

星
内
部
の
熱
に
よ
り
、
氷

層
下
に
は
大
量
の
液
体
の

水
の
海
が
存
在
し
ま
す
。

　

米
欧
の
探
査
機
カ
ッ

シ
ー
ニ
は
２
０
１
５
年
10

月
、
衛
星
の
上
空
約
49
㌔

㍍
ま
で
接
近
し
、
氷
層
下

の
海
か
ら
噴
き
出
す
ガ
ス

を
採
取
。
機
体
積
載
の
装

置
で
分
析
し
た
結
果
、
最

大
で
１
・
４
％
の
水
素
と

０
・
８
％
の
二
酸
化
炭
素

を
検
出
し
ま
し
た
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
今
ま

で
の
結
果
と
合
わ
せ
て
検

討
。
水
素
の
発
生
は
高
温

に
熱
せ
ら
れ
た
海
水
が
岩

石
と
反
応
す
る
「
熱
水
反

応
」
に
よ
る
と
判
断
。
水

素
は
地
球
の
原
始
的
な
微

生
物
が
「
食
料
」
に
利
用

し
て
お
り
、
衛
星
の
内
部

は
微
生
物
の
存
在
に
必
要

な
環
境
が
整
っ
て
お
り
、

生
命
誕
生
の
条
件
が
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

共謀罪法案は廃案に！ 5・16 大集会（仮称）

５月１６日（火） １８時半～
場所：日比谷野外大音楽堂
主催：戦争させない・９条壊すな！総がかり行
　　　動実行委員会／共謀罪NO！実行委員会

鮮
半
島
の
非
核
化
や
平
和

と
安
定
な
ど
を
期
待
し
た

い
」「
対
話
へ
の
動
き
の

中
、
安
倍
首
相
だ
け
が
逆

行
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選

挙
、
マ
ク
ロ
ン
氏
当
選
。

「
39
歳
と
こ
れ
ま
で
で
最

年
少
だ
」「
移
民
排
斥
や

Ｅ
Ｕ
離
脱
を
掲
げ
た
極
右

の
ル
ペ
ン
氏
を
退
け
た
」

「
白
票
や
無
効
票
は
史
上

最
多
だ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
規
模
山
林
火
災
が

東
北
や
東
海
な
ど
で
相
次

ぐ
。「
強
風
や
乾
燥
が
被

害
を
拡
大
し
た
」「
飛
び

火
で
民
家
に
も
延
焼
し

た
」「
山
林
火
事
は
３
〜

５
月
に
多
発
す
る
と
の
こ

と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
８
日
は
、
11
県
が
30

度
に
達
す
る
真
夏
日
に

な
っ
た
」「
東
京
で
も

27
・
８
℃
を
記
録
し
た
」

「
こ
の
時
期
は
黄
砂
や
Ｐ

Ｍ
２
・
５
の
飛
来
に
も
注

意
が
必
要
だ
」

共謀罪廃案！安倍内閣は退陣せよ、
国会正門前行動
５月１９日（金）１８時半～
場所：国会正門前（予定）
主催：戦争させない・９条壊すな！総がか

　　　り行動実行委員会

　

４
年
前
、
17
議
席
へ
の

躍
進
で
議
案
提
案
権
を
取

り
戻
し
た
共
産
党
都
議
団

は
16
本
の
条
例
を
提
案
、

都
民
運
動
と
結
ん
で
都
政

を
動
か
し
ま
し
た
。

﹇
認
可
保
育
園
増
設
・
待

機
児
ゼ
ロ
﹈

　

認
可
保
育
園
増
設
の
た

め
に
用
地
費
を
補
助
す
る

条
例
案
を
提
出
し
て
用
地

費
補
助
を
一
部
実
現
。
活

用
可
能
な
都
有
地
を
具
体

的
に
示
し
、
都
の
都
有
地

活
用
の
取
り
組
み
も
ス
タ

ー
ト
。
そ
の
結
果
、
認
可

保
育
園
が
増
え
始
め
、
定

員
を
５
万
３
千
人
増
や
し

て
、
４
年
前
の
公
約
３
万

人
増
を
超
過
達
成
。
さ
ら

に
増
え
続
け
る
入
所
希
望

に
９
万
人
分
以
上
の
大
幅

増
設
の
提
言
を
発
表
し
て

奮
闘
中
で
す
。

﹇
高
校
生
の
学
費
負
担
軽

減
・
給
付
型
奨
学
金
﹈

　

私
立
高
校
の
学
費
負
担

軽
減
を
求
め
て
質
問
、
請

願
の
採
択
に
力
を
尽
く

し
、
今
年
度
予
算
で
授
業

料
無
償
化
が
拡
大
。
都
独

都
議
会
共
産
党

議
案
提
案
権
を
活
用
、
都
民
運

動
と
結
ん
で

　

都
議
会
動
か
し
、
数
々
の
実
績

核拡散を加速する原発輸出

　日印原子力協定は廃案に

　

イ
ン
ド
へ
の
原
発
輸
出

の
た
め
の
「
日
印
原
子
力

協
定
」
の
国
会
審
議
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
は
過
去
２
度

に
わ
た
っ
て
核
実
験
を
強

行
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
に
も
包
括
的
核

実
験
禁
止
条
約
（
Ｃ
Ｔ
Ｂ

Ｔ
）
に
も
加
盟
し
て
い
ま

せ
ん
。
日
本
が
輸
出
し
た

原
発
や
核
物
質
が
核
兵
器

の
開
発
に
使
わ
れ
な
い
保

自
の
給
付
型
奨
学
金
も
具

体
的
な
提
言
し
、
都
立
高

校
生
へ
の
給
付
が
実
現
。

﹇
特
養
老
人
ホ
ー
ム
﹈

　

２
万
人
の
増
設
目
標
を

掲
げ
さ
せ
、
整
備
の
ペ
ー

ス
引
き
上
げ
が
実
現
。

﹇
ゼ
ネ
コ
ン
の
談
合
に
メ

ス
﹈

　

豊
洲
新
市
場
建
設
で
落

札
率
は
平
均
99
・
87
％
と

い
う
異
常
な
高
値
。
競
争

な
し
の
「
１
者
入
札
」
問

題
を
追
及
し
、「
１
者
入

札
」
排
除
の
制
度
改
革
が

決
ま
り
ま
し
た
。

﹇
都
議
会
改
革
で
も
前
進
﹈

　

議
会
に
出
る
た
び
に
１

日
１
万
円
か
ら
１
万
２
千

円
が
支
給
さ
れ
る
費
用
弁

償
と
い
う
仕
掛
け
。
そ
の

廃
止
条
例
案（
実
費
支
給
）

を
他
会
派
と
共
同
提
案
。

自
公
な
ど
が
採
決
に
反
対

し
ま
し
た
が
、
今
年
３
月

議
会
で
廃
止
が
実
現
し
ま

し
た
。

証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
世
界
で
は
核
兵

器
禁
止
条
約
を
作
ろ
う
と

い
う
国
連
の
会
議
が
前
進

し
、
核
廃
絶
の
国
際
世
論

が
大
き
く
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
議
に
背
を
向

け
た
う
え
、
イ
ン
ド
の
核

開
発
に
手
を
貸
す
安
倍
政

権
の
姿
勢
は
、
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
の
政
府

と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。


